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、•
所
得
は
市
場
の
断
引
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
■
と
い
っ
て 

あ
る
權
威
に
よ*
つ
て
固
定
化
す
る
こ
と
で
も
な
い
。
そ
れ
は
_

に
利
用 

し
符
る
總
額
に
關
係
し
て
訂
戴
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
。

-
ツ<?
し
て
、

一
殷
許 

f
靈
か
ち
離
れ
て
勝
手
に
鑀
励
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る

。

’

' 

.
外
國
贸
易
も
、
從
っ̂

肖
巾
贸
晶
の
よ
う'に
、
向
山
勝
手
に
、
個
人 

-

.

企

業

の

無

數

の

艰

引

に

の.で
は
な
ぐ
、：
一
國
で
餘
剩
の
あ
る
よ
う
な 

.

時
介
さ
れ
令
の
，が
よ
ろ
し

i
。

m
l

國
の
t
#.
的
計
喪
は•
現

在

で

は

：个

可 

馨

あ

る

が

、
國
家
計
鱟
は
そ0

マ
單
位
な
の
で
あ
る
が
ら
、
祖
國
を
無 

視

す

、
る

組

織

を

受

抒

い

-k

る
ご
と
は
で
き
な
い
。■ 

, 

ゾ
で
‘は
こ
の
よ
う
な&

負
を
も
ヴ
て
展
開
さ
~れ
た
コ
J

ル
の
社#

主
義
經 

は
、，

ど
の
よ
う
な
现
亂
を
も
づ
の
で
あ
，ろ
う
か
0
'

こ

，の

點

に

っ

い

て
 

我
々
は
非
常
な
期
待
外
れ
の
感
を
脱
す
る
.
こ
と
が
で
令
な
い‘の
で
あ
る
。

,

い
彼
は
ま
ず
、
自
出
市
場
と
，よ
被
れ
る
傻
格
體
罘
は
い
っ
で
も
、
所
得
の 

次
な
^ .

者
•笨
有
利
に
で
身;-
]
1^ .

て
い
る'こ
と
を
指
摘
す.る(

；？.
-
8
2

〕

。
.
し 

「

，か
し'醫

渚

選

擇

の.

1-
1
:
1は
、
た
と
え
-赏
際
に
は
供
給
侧
に
よ
っ
て
氣
興 

,
さ
れ
て
い
よ
う
と
も
,'

人
々
0

欲
す
る
と
ご
ろ
，の
も
.の
を
與
ぇ
る
蔽
齊
主
.

義
經
濟
摩
の
公#

か
ら
、-.
保
障
ざ
私
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ’こ
で
、'所

得

差, 

を
阚
家
，の
最
小
限
の
政
策
採
川
に
よ
つ
て
な
く
せ
ば
よ
い
で
あ
ろ
う
。
，か 

く
し
て
、傾

格

業

は

、
社
會
主
義
の
卞
で
も
、：
人

々

の

魯

な

選

擇

を

Rf 

敝
な
，ら
し
め
る
重
耍
な
機
能
と
し
て
^

^
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
貨
金、
' 

從

つ

.
て

生

逄

费

に

栽

づ

 
>"
價
格
找
か
ず-§

も
、..

場
競
银
-.

^

は
#
緣
で
あ 

る
へ
そ
し-
て
、
計
斑
新
の
目
的
は
能
率
，を
，あ
げ
コ
ス
ト
を
引
下
げ
^
匕
と 

に
り
な
る
。

ノ
-

ノ 

~ 

, 

; 

* 

. 

I

- 

' 

か-
^
る
計
镊
の
熨
踐
は
、
經
濟
民
生
制4 i

う
こ
;a：
:
の

靈

に.
あ
る
。

- 

そ
れ
は
政
治
的
尻
生
制
と
同
じ
よ
う
^

、
平
等
の
投
栗
權
を
主
張
す
る
も 

の
で
あ
る
が
、
寵s

g

を

霍
2

4

S

施
せ.
んf

す
る
も
の
で 

は
な
い
。
職
場
の
要
求
を
表
现
す
る
も
.
の.
で
あ
る
。.'
故
に
經
濟
码
主
制
は..

1

v
o
€>.
面
を
も
つ
バ」

と
に
な
る'
。

一
つ
は
、
產
出
高
を
髙
く
し
、
社
會
的 

芷
義
の
一
殷
靈
と
一
致
で
き
る
限
り
近
べ
财
1|
1
役

.
の

分

配

を

確

保

す

义
 

こ
と
で
お̂.
。
他
の
一
つ
は
、
生
節
條
件
の
な
し
得
る
限
り
効
采
的
な
組 

織
の
平
等
化
で
あ
る。

：
■ - 

. 

i
 

•パ

'

.

.
こ
の
よ
う
-なn

1
ル
の
所
說
か
ら
我’々
の
摊
つ
，
疑

念

は

、
，彼
が
何
故
こ 

のi
#

主
義
經
濟
i

の
f

に
常
つ
H
、_由
實
に
/1
H;
窜
王
義
を
實
施
し 

て
い
る
と
言
わ4
る
ソ
連
郊
を
、
肯
定
す
る
に
せ
よ
、
批
調
す
る
’に
せ
よ 

過
照
し
.̂
か
つ
た
の
か
と
い
う'
r
j
と
で
あ
る
。
，こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
-彼

，
 

:は
¥?
か
も
答
え
る
か
の
如
く
最
後
に
マ
ル
ク
ス
と
の
^

を̂
討
み
て

V
' 

る
。

ノ 

' 

- 

'「

ノ 

：

彼
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

「

私
は
社
會
虫
義
經
濟
學
の
敍
述
よ
カ
も
、 

齊
本
主
義
の
批
判
を
し
だ
の
で
マ
ル
ク
ス
と
弗
常
に
似
て
1
ま
つ
-た
。

」

1

f 

•

?

Dc
• 

H
 'n

1ル
！ '

社
#.

主

議

，濟'學』

、

ア
1

サ
I 
•

か
し
、

マ
ル
ク
ス
の
生

M

資
本
i

ば
資
本
主
鶉
の
批
判
に
と
ど
ま
り
、 

'
，'.■'.ぐ
べ■■;---,
彼
の
^

著
作
を
通.
じ.
^
も
社
會
生
萎
理
論.を
辕
開.
^
た
：：の.
は
，
.『

：

-̂
ハ
タ
，

」

• ,
領
她
E

吖
み
？
於
る0
‘こ
こ
忙
ぬ
氣
主
義
經
濟
學
が
偎
値
^
も
っ
に
い 

、

た
る
办
で
あ.る
，と
コ
，1
ル
は
自
讚
す
る
の
で
^

る
。
.だ
が
/「
讚
衆
に
はp

 

.

E

で
き
な
い
が
も
し
れ
，な
“」

七
コ
ー
ル
は
拔A
な
く
言
っ
て
い
る
。
明 

ら
か
に
、
我
々
に
は
滿
足
で
き
な
い
。
こ
れ
だ
け
な
ら
、
駔
に
ゴ
ー
タ
綱
：

,

,
.
領
批_

を

現

代

，ィ

ギ

リ

-
ス
风
£

ロ
い
疽
し
た
に
す
ぎ
な
い
で
は
な
い
.
か
。
.
 

,

‘

.

今
日
の
社
會
主
義
經
，濟
學
の
課
題
抓
、
過
盎
の
批
判
や
將
來
の

fe
計
，を
述
，
 

'ベ
る
こ
と
よ
り
も
、
.、
い

が
-;

に
今

-

日
，の

#

貌

せ

，
る

資

本

^

義
を
社
會
主
義
的 

計
寶
經
濟
へ
持
つ
て
い
く
か
の®'
:!;
:案
に
あ
る
の
で
.’ば
な
い
で
あ
ろ
う

-

：

‘ 

.

V

/'
,

:

.

.

,' '■ぐ
.

...、

:-
•.-
 
..
 

V 
•
 

■

.

ン

，へ
 

く.'.f 

'

•;
•'
 

* 
,
:'
-
 

...
 

'
 
V 

..
 

i... 

>. 

.

'

•

•

< 

’......

■

=

:

• 

ノ
賛
本
主
ぎ
經
濟
が
、-.
そ
，れ
日
身
の
惡
、
す
な
わ
ち一
方
に
ず
ぐ
れ
て
高.

い
富
を
蓄
稹
し
な
が
ら
、-他
方
で
は
こ
れ
ま
た
激
し
く
致
_
に
あ
え
ぐ
潸
へ 

,を
生
み
だ
し
、
、
恐
繼*
#業
と
幾
多
の
問
題
を
提
起
し
て
い
る
と
き
、
も
.
.
.
. 

•
,は
や
賛
本
、
’王
義
經
濟
ど
密
接
な
あ
るv\
は
同
一
の
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ 

•ベ
た
自e

於
仟
主
義
經
濟
を
主
張
、す
る
こ
と
に.は
無
理
が
あ
る
。•人
々
は
、

. 

«.
:ふ
1

^

&

&濟
私
2
1
に̂
敗
任
す
^
ぎ
か
、
そ
れ
と
も
計
蠻
.性
を
も
お 

,

し
、
更
^-
は

進

ん

で

そ

の

反

對

，の

'4
>
の
と
言
わ
れ
る
社
會
主
義
經
濟
に
行 

-

‘く
べ
.き
4
を
論
ず
る
の
は
無
裳
味
次
あ
る
。
經
濟
®

^

計
載
彳
べ
き
か 

'

ど
う
か
で
は
‘な
く
て
、
ど
う
い
う
ぶ
う
に
計
靈
す
べ-t
か
を
考
え
ね
ば
な 

ぐ
ら
な
い
の
で
あ
る
。
：

V

-,,

ル
：T

K
S

濟
計
聋
の
原
理』

,

,

六

五

’(

六
五
~ー5



'

三
田

學

嘉

誌 

<第
西
十
故
卷
，
，第
九
^

ベ

:
，•
，

：

こ
こ
に.
紹
介
し
よ!)-

と
思
ぅ
ル>r,to

敎
授
の
紫
潜
も
ま
た
、
-w

h
e
th
e
r, 

to

 p
la
n

_

で
は
な
く
てbo

w
' to

 

p
la
n

 
:の
展S

で
あ
る
タ
敎
授
は
決
し 

ズ
完
金
な
る
國
家1

を

.±
張
し
な
い
。i'
自

摄

任

と.
、

國

家

統

制

の

'
ょ 

いH

を
結
命
す
る
こ
と
が
、
八
ム
馨P
合
致
す
る
こ
ど
だ
と
考
為
る
。、
徉 

.
'々
て
、
で

き

る

资

、
.b
u
d
g
e
t,

を
通
じ
て
計®

を
行
な
ぅ
べ
き
で
，あ 

•
り
、
，
そ/-
の
他
の
統
制
は> 
從
M

的
に
，な
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
'
•
 

市

場

の

操

作

は

、
，

’誘■
=
in
d
u
c

,©-
m

e
n
t

に
ょ
っ.
て
行
な
わ
れ1
指
令
= 

d
ire

c
tio

n

で
す
べ
きt

は
な
い
。.，以
上
の
由
旨
に
從
が
っ\し
_、
务
方
ー
两

.
に
扣
け
る
計
蠻
方
法
が
示
さ
れ
る
ダ
で
あ
る
。，

，
丨
.

^

 

^

因
み
：

4
、

-
ル
イ
ス
；̂

^
マ
ゾ
チ
'エ
ス
タ
ー

大
瘠

敎
授

で

あ
り

、
-
こ 

の
著
者
は
、’ソ
in
ビ

ア

ン

協

會

の

依

赐

に

ょ

る

研

究

で

あ

る

,0
ル
ィ
ガ
敎

.Mconomic sdrveyl. 1919—
1939 、 

' 

-
.

Overhead costs, s
o
m
e

fl
>
8
n'o
s'
i
c
‘

 analysis.

以
下
、
萆
を
迫
っ
て
順
次
に
紹
介
し
て
み
た
い
。，

 

，
ご

• 
. 

.

.

.

. 

■

• 
- 

* 
- 
- 
• 
• 

.... 
• 

.
•-.......

. 
•-■•:■ 

V 
•

. 

-
•.
•_.-

H
 

,
 

,

:

,

.
第
一
章
。
計
篑
に

i

す

る

极

本

乾

凋

勸̂

’論
ず
べ
き
問
題
の
概
観 

が
な
さ
れ
る
。

'
 

■

パ)f

■

產

書

福

濟
_

.

■

濟

蕃

薩

薩

■

義

,
お
互
の
經
濟
M
織
を
空
虛
な
討
論
尤
溢
ぴ
く
も
と
に
な
る
。
何
故
な

3
、

, 

兩
激
と
も
そ
れ
ぞ
れ
、
放
任
し
て
あ
る
所
も
あ
る
し
、
fr
l
-蜇
し

.て
あ
る
所 ぺ

’

，、

\
 

V

 ：

、

ン
ふ
ハ.
六

‘(

S

3

 

、

,
,'

.

.%
あ
る
の
だ
か
ら
、
本̂

^
諶
的
で
}

る
所
で.
H
m
放
任
を
主
張
じ
て
ち 

: 

'
意
妹
な
い•
し
、
そ„
の
逆
な
こ
と
を
主
張
し
，て
も
論
带
^
な.
ら
な
い
。
そ
う• 

■
で
は
な
く
て(

，
こ

，
の

附

題

の

意

味

す

る

こ

と

は

、

-
從

來

見

え

，
さ

る

^

に

よ 

•

, 

■つ

、で

維

持

，さ

れ

て

き

た

市

場

•
の
作
用
に
、.
m
え
る
手
“
國

家

に

，
よ

つ

て

_

‘ .

^

行̂
え
る
か
ど
^
か
と
い
う
ご
と
な
の
で
あ
る
。
同
じ
：

HI

的
を
建
し
よ 

.\ 

.ヶ
と
ず
る
と
き/ 

.
肩
家
に
よ
か
方
が
、'
#の
如
何
な
る
社i

度

に

よ

る

-
、 

よ
り
も
よ
い
の
だ
と
い
う
ア*
ブ
リ
ォ
，リ■な
理
r+
I
は
な
い
の
だ
け
れ
ど
、
、
 

.

も
、
市
場Q

幾
多
の
缺
陷
をJ
/K
さ
九
る
h
、
國
家
活
動
を
娃
認
せ
ざ
る
を'

，■'得
な
い
。
し
か
し
、
7:
こ
の
こ
と
は
、
舀
用
放
任
と
い
う
こ
と
が
完
金
に
そ
，

.

.う
で
は
な
か
つ
た
よ
う
に
、、
％
全
に
國
家
統
制
に
す
る
と
い

う
こ
と.
で
は 

、

な
い
。.
指
令
に
±'
る.
計

亂

は

，、

一

方

で

a

、
消
費
領
域
に
適
用
で
含
な
い 

し
、
他
方
で
は
次
の
缺€

を
も
'
つ
て
い
る
。
⑴
計
银
赉
は
.
1-
1
巳
の
行
爲
の

、

こ
と
か
ら
、、
計
親
が
不
完
全
に
な
る
。
.そ
こ
で
1̂
^
は
市
場
を
通
じ
て̂
 

輪

f

l
養

洛

漸

抵

ば■
あ
^

■

_

-1
.
感

满

導

で

雜

滕

決

せ

き

妒

ぃ

時

、
：|_例
 

，え
ば
肢
料
供
給■が
-充
分
.

P

な
，V
と
含
、
成
は
、
予
箅
の
不
均
衡
な
と
き
な 

-j
t-
に
指
令
に
よ
る
計
靈
が
價
値
を
も
つ
の
で
あ
る
。
-
.■'

響
5

驗

薩
^
: «

。|
分

配

斯_
惠

：錄

が

衝

权
_

魏
酿
得
.歲

等

ゅ

社#
 

, 

〕

h
.',
-
.へ..f

 

_が
@:
:
-
奶

で

ぁ-
:'

醫

的

祀
- %

亚

翁

な

の

：
で

^
^
^
^

差
な
の
だ
と
考
え̂.
人
も
い
る
が
、
資
際
は
、
そ
の
こ
と
よ
り
も
、
所
持 

，、一.く
：■:
:
-修

^ ;
^ >

ふ
撕
麓
か
叛
進
米
万
寒
0 .

方
亦
戴
丸̂

の
^

ぁ
^
:
:
ー
撕
得
め

-¥
^
' 

“ 

ー
ぶ
赛
化
_

對
_
:て
、.：
：
現

叛

满

さ
*

_

.

_

雇

で

^

ふ
：？
寒

一

：
は

>■
:

所

霞

鈦

配

贫

決

定

す

：善
敷
掛
钇
變

：

化
さ
#

^

)

_

_
が
、へ_

齡

懸

制

_

薯

麗

奮

必

€

_

_

»

連
す
る
の
で
行
な
わW
て
い
な
い
，
0 ‘
赍
股
的
な
貨
金-^
制
は
金
股
的
な
偎 

格
統
制
.が
伴
次
お
•な
け
れ
ば
、

—

所
得
の
平
等
に
は
無
效
來
で
あ
，を
。
し
か
し 

恍
诏
產
菜
に
お
け
る
艰
仳
货
金
制
の

S

行
は
、
被
敞
沿
肭
級
の
保
鼢
の
亡 

め

に

必

要

で

あ
-^
。-

紡
同
、
所
沿
将
分
配
の
觭̂
カ
法
は
贫
漭
に
仉
く
、

疆

■

■
■

■

麗

蹄

顧 

i

:̂i
«

^

^

を̂
进
に
效
來
的
に
追
來
す
る
た
め
に̂

で̂
あ
ろ
ぅ
。
し

力

し
で 

き

れ

ば

稅

金

に

よ

ら

な

か

，不

平

等

除

ぬ

力

法

も

^
え
る
べ
き
で
あ
，る
。
例

■
,

|
6
^

雜

蒸

_

碁

1

麗

|

^

¥

-1

_

:

題

い
る
こ
と
が
あ
り
、
こ
れ
呔
闕
家
の
手
に
よ
つ
て
減
じ
•得
な

p

あ
ろ
ぅ

，

瘦

级 

_

1

貧

^
i

i

i

i

l

_

^

p

^

l

l

::
:
f

て
變
化
し
得
る
ル
の
も
あ
る
の
で
あ
る
，

;0
' 

:
 

' 

/ 

證

聲

。
货
幣
の
循
環3

國
に
於
.け
る
原||
1
や

霜

の

レ
ベ
ル
を
決
：

.め
、
It
m
循
環
の
レ
べ
.ル
の
'變
湖
は
、
ィ
ゾ
フ
レ•
デ
フ
レ
.を
^
め
る

の
、
 

で
、」

私
<»K
業

の

統

制

，に
は

必

码

个

可

缺

.の
問

姐

で

あ

る
'?
迎
代
す
べ
て
:0

蕾

：1

擬

蘭

裕
^

^

_

^

1̂

義

纖

響
_

^

^

«

環
に
お
い
て
、.多
す
ぎ
ず
、
少
な
七
ぎ
ず
货
幣
贽
を
芷
し
く
保
つ
こ
と
で 

あ
る
。
IR
A
い
欺I

と
ば
、
‘ィ
r;
フ、
レ-に
>
デ
’フ'レ
に
も
傾
向
々
，示
さ
な
い 

.宽
金
M
if
i
に
一
致
ず
る
へ

J

と
で
あ
な
。
ご
€>
,統
制

の

手

段

は

，
予

<算
で
^- 

'
.る
。
最
货
の
技
術
は
秘
の
レ.ベ
ル

を

調

怖

ず

る

こ

と

，に
よ
つ

ズ
、
.
變

励

傾

_

_

_

1屋

鹿

1

_

_

1

1

1

;

^

;

|

^

奮

1

讓

X

補
f

れ
よ
ぅ
。
、
そ
の
他
、
利
潤
の
、評

儕

•
破
，摩
の£

*.

舐
I

率

：
 

•
だ
ど
'ル
貨
幣
政
策
の
バ
ロ
ん
.丨
タ
.丨
に
な
る
づ
ま'た
、
' 貸
傘
レ-
ベ
ル
は
•一' 

t 

G
 

* 

D
 

* 

^
 

♦ 

n

1

ル『

社
會
主
義.總
濟
學』

、

W
 

•ァ
.
1サ
1

が
價
格
水
準
と
相
對
的{女
淀
を
保
つ
よ
う
に
紺
合
運
動
が^

さ
る
べ
き

で

.
 

.
あ
る
。

•

、

、
、 

' 

,

第
別
|
フ
授
齊
は
計
靈
さ
れ
て
い
な
い
阈
家
よ
り
も
、
火
き
く
で
き
る
：
 

と
い
^
ことにがある

/
.̂
:
し
权
抒
が
ひ
く
す
ぎ
る
な
ら
、
例
家
は 

段
資
を
刺
戟
す
な
，こ.と
が
明
ま
し
-い
，。

こ

の

こ

と

は
、

肿

得

の

不

平

^

の 

，
國

の

方

が

(

rf
r
得
の
平
等
-な
國
よ
り
貯
蓄
率
が
高
い
と
い
う
こ
と
か
ら
の 

必
然
的
結
果
で
あ
る
。
投
贫
計
银KC
IJ
t
tの
第
一
，
は
、
' 政
府
が
、
;r
l
-
mji
tさ
れ 

'る
投
賛
七、-i

發
的
貯
蓄
と
の
間
の
ギ
ヤ
ッ
ブ
を
规
め
る
の,fc
先
分
な
豫- 

弊
の
餘
撕
を
龙
た
接
な
ら
ぬ
と
と
で
あ
る
。
.第
一
一
は
、
EC
料
な
ど
ス
ト

!1_

_

1

窗
_

€

1

■

漏
 _

動

1

證
 

鞞
 

纏

 p
s

f
i

,
®

谨

i

讓

#

_

!

_

 
へ

い
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
艰
資
の
許
可
制
は
こ
の
限
度
を
艄
特
す
、る
の

:
鑛
_

_

_

網
1

達
： .

餐

減

證

谶

漏

^

へ1._

-̂
叙
»'
'

^
|

^

^

^
嫌
礙
別
通&

薇
纖
遂
：
.
:̂

:
;̂-

忠
歎
::

^

冷
:̂
?̂
ル
^

::

'あ
ろ
■う
。

.
* 

■ 

- 

■ 

.

«

■

■

! ,
■

疆
 
|
^
|1 ^
^

^

€

?1

ー1

絕

=

龙̂
1

%
-

を
統
制
は
不
要
で
あ
る
が
、
そ
う
，
V
う
埸
合
は
め
つ
た
に
な
く
、結
似
、

外
國
の
狀
態
に
よ
づ
て
，
、

い
ろ
，
い
，
ろ
-
な

統
制
を
せ
.ざる
♦を
将
な
い
こ
と
が 

論

ぜ

ら

れ

，る

。

ゾ
、-

J
 

.ン

, '
> 

,

1

,■

,

' 

.
1六
章
。
市
翁
機
構
の
敗
率^-
、"
根
本
：6
に
は
、
ゝ
資
源
の
動
员
に4
か 

,

つ
，̂Tk

及
若
し
針
®
者
の
第
一
の
、
仕

事

が

、

货

幣

の

循

蠻

f

IH
し
く 

保
つ
こ
と
な̂

、
箜
一
の
仕
辦
は
励A
を
容
易
に
す
る
こ
と
で
あ
る
ミ
、,1
| 

R
の
不
足
,̂
ィ
ノ
フ
レ
を
抑
制
す
る
，こ
と
も
で
き
な
い
の
で
あ
る
,-
°
動
^

.

.

.

.

.

.

*;
-
.

)
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.，一.;:
-
'
-
-
.
'
”
.
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五
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-
11|用

學
會
雜
誌
▲

四

十

ヌ

卷

ト
ー

第

九

號

ノ

 

V

 

ノ

：

,
^;
實

に

す
>
方
法
は
、
，產
樂
の
挪
置
を
針
餐
す?,
丨>

、
.

—

按
術
の
餿
得 

•
を
|

^
に
す
る
こ
ん
、
；
貸
金
~構
成
灰
計
顰
す
る
上
と
で
あ
农
ブ
良
肿
放
任 

,

主
義
^
>產
霧
の
配
衢
を'
誤
タ
っ
龙
窗
に
_
び

ぐ

タ

酡

霞

ぐ

社
#'~

,
.、
，
的

利

益

、
：
か

つ

特

i
«恥
則
間

の

動
！！
；

を

圓

激6
ら
し
-め
へ
る
、
4
う

に

計

躉■

、
さ

れ

ね

ぼ

な

ら

な

い

。
、新

技

術

の

硬

傅

i

難
^ ,
間

題

ぜ

は'な
い

。'M
近
'-
.

,
で
は
、

多
く
眇
政
府
の
、
訓

練

機

關

が

設

け

ら

れ

る

ょ

ヲ

に

.な
つ
た
。
ま

た
. 

>贷金擗成は力が

‘不
M
t*
て
い
る
力
へ
-、

ょ

り
ょ

く

 

i
力
が
漶

'

..

.

.れ
る
ょ
う
にi

さ
れ
ね
诚
な
あ
な
い
。
こ
の
免
め
に
は

W

貨
幣
的
均
顿
八 

说
保
た
れ
て

i

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
動
氣
の
高
水
'準
到
達
は
長
期
的
他 

;
仕
事
で
あ
ゲ
ノ
扑
靈
的
移
作
に
ょ
つ
で
解
決
せ
ね
ぱ
な

^-

な
'い〈

ノ〕

. 

第
七
益.。
；
企
齋
に
對€ '
1

は
次
の
ょ'う

な

方

法

が

と

，
ら

れ

る

。
裀

率

は

.

.

:

研

娘
• 

i

パ
擦
準
化
に
ょ
っ
て
‘机
上
す'？
)

0

,ィ

‘
ギ

，
リ

ヴ
で
は
、
' 

Cの
、
ょ 

う
な
こ
と
を-
す
る.
も
の
と
し
て-

D
e
v
e
lo
p
m

e
n
t

o
o
fj
n
c
ir
s
が

あ

、

,

る

。

ま

た

、

能

率

は

全

！
^

密

9

怜
恃
と
敵
同
：と
を
仕
事
の
冲
に
導
入
す

,

..
る
こ
と
に
よ
つ-て
向

止

す

る

。
し
政
府
枝
、

勞

働

表

Q
經
f
ti
l戴V
加
及
び
賃
金
バ
丨 

興
約
の
新
方
式
を
顧
有#
社

で

衆

險

し

〜

件
企
業
に
敎
え
谷
こ
、
と

が

で

. 

&

t
ま

々

，
企

業

の

荒

廢

的

な

競

氓

は

ょ

，
く

な

い

が

、
、
‘
資

源

の

自

凼

_

獲

6

^
襲

獨

街

養

醒
_

警

_

纖

薩

篇

#

_
|1

靜

l

響
 

_

: »

奶
占
は
、
似
格
•利
潤
•
阪
齊
條
#
に
つ
い
て

i

狐
制
ざ
る
ハ
へ
き
で
あ'^

.
う
。

‘-

- 

‘
/,
.

-
- 

<

へ1

_

_
鼍

艰

_

^

^
雇

,

儀

§
^

_
蠻

疆

1

い
.。
國
有
は
計
靈
目
的
を
發
成
ず
る§

>̂
手
段
で
ぁ
る
。
そ
^
で

ハ

國

， / '
■

:
 

ハ

八

(

六
五
む

^
.
,
-教
が
實
施- ^

れ
る
必
き
に.は
を
.

.

&

_が
_

ら
か
に
さ
.れ

料
 

な 

パ

1>
。
國

有

は

習

の

〕

形
®

で
あ
浴
。
，藤
業
の
，奪

的

周

有

は

、
“私
的
命 

•

業
の
阻
也
的
な
も
の
と
し
て
ま
た
、
齊
驗
的
な

%:

の
，
と

し

，
て
，有

用

で

あ

る

： 

' 

iiR

全
な
•國
^

^

占
的
ゼ
あ
る
ご
と
が
谨
ま
し
い
所
で
の
み
適
用
さ

.

-

れ
よ
ミ
そ
レ
て
風
占
は'
能
率
於
、~
產
茱
を
單r

統p

下
に
お
い
た
方'
 

\
'

^
增
進
す
る̂

;

創
ら4

：

る
の
で
あ
る0
だ
か
ち
重
要
な
獨
古
は
、
國
家
， 

ハ
が
作
つ_
だ.
が
*否
が
に
が
か
わ
ら
ず
國
有
化
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
，
ま

.
た
、
犛. 

I

業
の
公
'共
性
を
も.
つ
た
得
分•
は
、
で
き
る
限
り
分
散
し
な
け
れ
は
•い
け
な 

い
。

ニ
つ
の
公
共
パ
企
業
-
よ
り
、
數
公
社
の
力
が
よ'い

め

で

あ

る

"

そ

し

て 

我
々
が
產
業
を
國
有
化
し
た
り
、
獨
a

を
’作
る
と
き
に
は
，、
で
き‘る
限
り
、 

へ.

.

の1戈
き
な
機
構
を
作
つ
た
方
亦
ユ
い
。
，，こ

れ

は

？

議

會

で

は

で

，
き

な
 

'
い
か
ら
次
の
よ
ぅ
な
も
の
を
作
る
と
よ
い
だ
ろ
’ぅ
。
例
え
ば
、
膜
格
に
對 

,

才

る

ー

股

的

，統

制

の

trfo
&
a
i’

や
、
消
钱
潘
の
利1

を
，
は

か

る

沿

我

_

 

'

瓢

會

ゃ

、^

働

仲

领

機|

ど

,々

;

;

、

,

■

、
い

第

九

章
:0

こ
わ
著
- ®
f
:4
計

. ®
の

翁

一

睽

證

、

•
&

费
選
擇
の
自
肉
を.

«
_

葡

歡

馨_

_

6
:

:1
«

_

_

必

碧

來
る
べ
き
年
の
國
民
所
得
钇
評
價
し
、
薩

，
投

資

- ^

ム
茭
出
の
分
配
を-
 

'

•'
:
:
攀

.る
'
^と
束
私
る.0
^ :
^
>

消̂
費
.の
變
，勝

上

い
}

も

，の

に

蕾

な

.留

意 

,

が
な
'さ
れ
ね
被
な
ら
，

•な
い
。
次
に
調
整
が
さ
れ
、、

H
Z

標
が
確
记
す
る
。
こ

lim
p

證

■

終
■

割

潸

證

：
定

馨
t

疆

■

■
'

良

標_
;

，
.

,

成
不
展
ば
勿
論
よ
く
か
い
が'、
，
達

成

超

過

^

*

た

ハ

卧

標

の

惡

い

證

據

で

：
 

あ
る
。
，彻p
完
全
な
目
標
は
不
可
能
で
あ
っ
て
、
女
切
な
こ
と
は
、
計
*©:

證

■

的
_

_
誉

添

義
1

■
棗

艱

_

目

標

遂

察

萎

に
發
表
さ
れ
な
げ
れ
ば
い
け
な
い
。
-
計
«

汰
'1
|

戒
に
ょ
つ
て
で
は
な
く
、 

實
行
に
ょ
っ
て
な
さ
れ
る
必
乘
が
あ
る
。
過
去
三
年
間
に
イ
ギ
リ
ス
の
エ

, 

業
坐
蘸
は
、
戰
前
の
ニ
〇
％
ば
か
り
上
昇
し
た
。
し
か
し
そ
の
！

^

一‘
っ

，
 

の
失
敗
が
あ
っ
た
。/ C
れ
は
、
勞
働
啬
の
配
置
の
失
敗
で
あ
っ
た
。
，
こ
れ

、
ン
：
修

鐘

的1

動

を_

蒸

_

ぢ

達_

_

賺

め
^
^
^

、，る
。

>

:
 

' 

.

•

 

.

■

い
か
な
る
政
府
も
完
全
で
は
あ
り
得
なv
o
'i^
か
し
、’
イ
ギ
リ
ス
政
府，

-
, 

の
失
敗
は
、
過
去
のH

i
の
歷
史
か
ら
當
然
で
あ
つ
た
。
從
來
、
社
會

-

. 

:

主
義
溝
に
と
つ
て
、
計®
と
は
、
原
现
的
に
所
得
の
分
配
平
等
他
及
び
產
、

.
':
ぺ
：
>
«:
り
^

^
化

蓄
^

^

難
_

ー

服

讀

霉̂
^

.̂
_

會—

義

計«

#

は
、
货

幣
*
投

說
*
外
亂
贸
易
を
ど̂

し
て
い
い
' 0
か
判
ら
な
か
っ
た
の
，

:

■

■

■
!

麗

觀

i

M

^
養

翁

_

顏

顏

l

i :
泣 

巧
. ；

^

#

藝̂

,

得

1 ;
_

_

_
1

戀

|
通

種

裏

_

麵

い
の
で
あ
り
、.そ
れ
•に
こ
だ
わ
っ
て
は
な
ら
な
や
の
だ
と
。、
’

•

以
上
が
、ル
イ
ス
敎
授
の
所
論
な
の

''た
が
A
我

々

は
T

ル
.
と
類
似
の
點 

—

丨

舍
凰

出

す

の̂
囷
歡
で
は
な
い
で1
ろ
ぅ
。
' そ
の
平
凡
な
あ
ゝ
り
ふ
れ
た
論 

Jtt
は
、
ra
ち
に
そ
の̂

ま
平
凡
な
の
で
は
な
い
。
そ

こ

に

放

'^
本
主
義
の 

M
乾
を
誇
つ
た
イ
ギ
リ
ス
の
ハ
不
斷

p

前
進

，

=

對
策
が
映
じ
て
い
る
の
で 

,

ち
る
。，

'
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